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 要  旨 
拡散光トモグラフィー（DOT）とは組織深部を透過してきた光を捉え，組織の血液量の変化や
酸素飽和度といった，機能情報の断層像を定量的に描き出す技術である．この技術を臨床現場で
の応用範囲を広げる観点から，本研究ではヒト前腕の筋活動を測定対象とした．従来の筋活動の
評価には表面筋電計（EMG）が用いられている．これは生体表面近傍の筋活動の定性的な変化を
モニタリングしているが，深部の筋活動は測定できない．そこで DOT を用いることで組織内部の
形態情報と，血液量の変化を定量的に断層像で得ることができればリハビリテーション治療の評
価や診療方針の検討などが効果的に行なえると考えられる． 
本研究ではヒト前腕に DOT を適用し，血液中のヘモグロビン濃度の変化という視点から筋活動
を評価した．具体的には，表面筋電計 DL-2000（S&ME 社製）や酸素モニター（NIRO-300：浜松
ホトニクス社製）との同時計測を行い，筋の活動状態をモニタリングしつつ DOT 測定を行い，血
液状態の断層画像を取得し，同じ前腕の核磁気共鳴(MR)画像と対比させ，筋活動部位を確認した．
また，実験の TASK は掌屈と背屈とし，負荷量は最大随意筋力の 7%と 10%を採用した．得ら
れた再構成画像からそれぞれの筋活動の違いを比較し，以下の結論を得た． 
1. 負荷量が大きくなるにつれヘモグロビンの変化量も大きくなることを再構成画像から確認す
ることができ，筋活動変化と血液動態とを結びつける知見を得た．また，DOT の空間分解能
が低いという欠点を MR 画像と対比させることで補い，筋活動部位を特定することが可能で
あることがわかった． 
2. 再構成画像中で，局所的なヘモグロビンの濃度変化領域が移動することと，EMG 測定結果を
うけて，TASK 時に主に使われている筋が疲労すると同時に他の筋がその活動に参画すると
いう活動筋交代が生じ，筋出力を維持していることがわかった． 
3. 組織表面の血液動態をモニタリングする目的で使用した酸素モニターと再構成画像との比較
では，筋活動に伴うヘモグロビン濃度変化が両者で一致する結果が得られた． 
4. DOT 測定の際のファイバープローブと皮膚との接触状態の微小な変化が，再構成画像に大き
な影響を及ぼす．今後 REST と TASK 間で皮膚とファイバープローブとの接触状態を安定的
に保つ機構を施すことでアーチファクトを軽減し，再構成画像の質が向上すると考えられる．
 
 
